
広浜鉄道今福線の活用に向けて

服部 輝明

１ ． はじ めに

今福線研究分科会は、 今年度で６ 年目の活動と なり ます。

こ れまで、 基礎調査、 現地調査及び地元交流による情報収集、 今福線マ

ッ プ の作成、 シン ポジウ ムの準備を行いま し た。 今年度は、「 広浜鉄道今

福線を活かすシン ポジウ ム」 の開催（ 共催）、奈良県の「 幻の大仏鉄道（ 廃

線）」 と 「 幻の五新鉄道（ 未成線）」 の現地視察、 今福線（ 旭町丸原地区）

の追加現地調査、 さ ら に 、 今福線マ ッ プ への丸原地区の追加や、 広報活動

と し て山陰中央新報への今福線の連載など も行い、活動内容が多岐にわた

り ま し た 。

こ こ では、 大仏鉄道と 五新鉄道の現地視察について、 報告し ます。

２ ． 大仏鉄道の現地視察

（ ）1 大仏鉄道と は

大仏鉄道と は、現在の JR関西本線の前身である私鉄関西鉄道㈱が名古屋
方面から 大阪への進展を めざ し て延長を急ぎ、 加茂駅から 現在の奈良駅、

北1. 1kmの所に仮設的に作っ た大仏駅間を結ぶ 8. 8kmと 2年後に開通し た奈
良駅までの通称です。 約 年前110 （ 明治 年31 ） に開通し て、 約 年余9 り で廃

止と なり ま し た。

大仏鉄道は、 営業期間が短く 、 当時の資料も乏し いこ と から 「 幻の大仏

鉄道」 と 呼ばれていま す。路線の跡にはト ン ネルや橋梁など の遺構が所々

に残さ れ、 １ 世紀前の姿を今に伝えていま す。

（ ）2 遺構めぐ り マ ッ プ

遺構へのア ク セス 、遺構めぐ り のコ ースがビ ジュ ア ル的でと てもわかり

やすく 、 ま た、 周辺のお食事やお土産の情報も掲載さ れており 、 利用し や

すいマ ッ プ になっ ています（ 図1）。

図 大仏鉄道 遺構1  めぐ り マ ッ プ
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（ ）3 遺構（ ト ン ネル・ 橋梁）

観音寺橋台（ 写真1） と 鹿背山橋台（ 写真2） は石積みの橋台です。 観音
寺橋台は現在利用さ れている関西本線の橋台と 並んで位置し ています。石

積み技術を感じ る重厚な造り になっ ていま す。

赤橋は赤レ ン ガと 白い御影石の組み合わせが美し い橋台で、現在は生活

道路と し て利用さ れています（ 写真3, 4）。
明治時代（ 中期） の施工ため、 レ ン ガ建築の技術が取り 入れら れていま

す。 ちなみに、 レ ン ガ構造は地震に弱いため、 関東大震災では多く の被害

を出し たこ と から 、 小規模な建物を除いて激減し ま し た。 レ ン ガの積み方

は、一つの列は長手、そ の上の列は小口、そ の上の列は長手、と 重ねる「 イ

ギリ ス式」 であり 、 合理的で堅固な積み方と 考えら ていま す。

橋桁はコ ン ク リ ート 床版ではなく 、 石柱と 木柱が使われています。

梶ヶ 谷隧道はアーチ部がレ ン ガ造り 、下部が石積みの構造です（ 写真5）。
松谷川隧道は坑口部のみ石積み、 内部は側壁も天井アーチ部もレ ン ガ積

み構造と なっ ていま す（ 写真6）。 レ ン ガの積み方は側壁がイ ギリ ス式、 ア
ーチ部が長手積みです。 と も に掘削は開削式です。

松谷川隧道の方は色の違う レ ン ガが交互に配置さ れています。黒っ ぽい

写真 赤橋3 （ 全景） 写真 赤橋4 （ 橋桁）

写真 鹿背山橋台2  写真 観音寺橋台1  
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レ ン ガは「 焼き過ぎレ ン ガ 」 で普通のレ ン ガよ り 強度が強く 、 耐久性に優

れている と 言われていま す。

３ ． 五新鉄道の現地視察

（ ）1 五新鉄道と は

五新鉄道と は、 奈良県五條市と 和歌山県新宮市の

キロ を100 結ぶ鉄道と し て、 旧国鉄時代に計画・ 着

工さ れながら 実現し なかっ た路線です。

五新線の沿線は吉野杉など の木材の産地で、 そ の

木材を鉄道で輸送さ せる構想で昭和 年12 から 着工さ

れま し た。 吉野川横断の橋脚、 生子ト ン ネルの貫通

まで至り ま し たが、 太平洋戦争が始ま り 資材不足等

の理由で、 工事は中断さ れま し た。 戦後、 工事が再

開さ れ、 昭和 年34 に路盤工事が完成し 、 軌道敷設等

の工事を残すのみと なり ま し たが、 経済社会情勢等

の変化によ り 五新鉄道は中断さ れま し た。

（ ）2 遺構めぐ り マ ッ プ

写真 梶5 ヶ 谷隧道 写真 松谷川隧道6  

図 五新鉄道 位置図2   

図 五新鉄道 遺構3  めぐ り マ ッ プ
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（ ）3 遺構（ ト ン ネル・ 橋梁）

遺構を戦前と 戦後に整理し 、今福線と 詳細に比較する必要があり ま すが、

戦前の構造物については、 今福線（ 旧線） と 施工年代が近く 、 同様な技術

力・ 施工方法を用いら れたため、 共通し た構造が多いと 思われます。

４ ． おわり に

今福線活用の参考になる と 考え、 大仏鉄道と 五新鉄道を視察し ま し た。

五新鉄道は未成線に至る境遇が今福線と 似ており 、先進の活用事例と 考

えら れます。

五新鉄道においては、 設立さ れたＮ Ｐ Ｏ法人によ り 、 遺構だけでなく 、

エネルギー（ 木質バイ オ マ ス ） によ る地産地消事業、 ト ン ネルきのこ ブ ラ

ン ド 事業、 日本茜染め復活事業、 木レールイ ベン ト 事業など 、 多角的アプ

ロ ーチによ る地域興し を目指し た活動が行われています。

今福線においても 、 遺構を地域興し のツ ールの つ と し て1 考え、 様々な

事業での活用について可能性を検討する こ と が望ま し い思われます。

今福線活用に向けて、 今後は、今福線研究分科会と し て目標を定めて活

動し ていく こ と が大切だと 考えま す。

－以上－

写真 7 コ ン ク リ ート ア ーチ橋 写真 8 コ ン ク リ ート 橋（ 吉野川右岸）

写真 生子9 ト ン ネル北側坑口 写真 老朽化10 が進む生子ト ン ネル
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